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5月31日、小國神社の「御田植祭」
が一宮の神饌田で行われました。森
町に伝承する無形民俗文化財などを
記録伝承に近い形で一般公開してお
り、旭が丘中生徒らが雅楽に合わせ
て、御田植えを行いました。
り、旭が丘中生徒らが雅楽に合わせり
て、御田植えを行いました。て
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新
東
名
高
速
道
路
の
「
遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
）」
が
平
成
26
年
3
月
に
開
通
し
て
以
来
、
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
月
は
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
開
通
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
取
材
し
ま
し
た
。

新
東
名
開
通
が

　

も
た
ら
し
た
効
果

平
成
24
年
4
月
の
新
東
名
高

速
道
路
開
通
に
よ
っ
て
、
森
掛
川

I
C
と
遠
州
森
町
P
A
（
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
）
が
設
置
さ
れ
た
イ
ン

パ
ク
ト
は
大
き
く
、
森
町
の
名
前

が
さ
ら
に
全
国
に
広
ま
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
開
通
直
後
の
平

成
24
年
度
に
森
町
を
訪
れ
た
観
光

客
数
は
、
前
年
度
比
で
12
・
2
％

増
加
し
、
10
年
振
り
に
1
0
0
万

人
を
突
破
、
小
國
神
社
へ
の
参
拝

客
も
年
間
80
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
P
A

を
拠
点
と
し
た
物
資
輸
送
や
、
避

難
・
救
援
活
動
の
交
通
経
路
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
元
の
熱
意
が
実
っ
た

　

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C
は
、

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
町
内
2
ヶ

所
目
の
I
C
と
し
て
、
新
東
名
開

通
か
ら
2
年
後
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
町
内
事
業
所
の

多
く
が
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
10

分
圏
内
と
な
り
、
ま
た
、
半
径
5

㎞
圏
内
に
は
多
く
の
神
社
・
仏
閣

が
存
在
す
る
な
ど
、
森
町
の
新
た

な
玄
関
口
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

森
町
に
I
C
が
2
つ
あ
る
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
町
内
の
回
遊

性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
I
C
か
ら
8
㎞
離
れ
た

ア
ク
テ
ィ
森
で
も
、
平
成
26
年

度
の
入
場
者
数
が
前
年
度
比
6
，

5
1
0
人
増
と
な
る
な
ど
、
町
内

へ
の
観
光
客
が
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ

て
い
た
交
通
渋
滞
対
策
も
進
ん
で

い
ま
す
。
行
政
・
地
元
が
一
体
と

な
っ
た
「
一
宮
周
辺
地
域
渋
滞
対

策
協
議
会
」
で
は
、
流
入
車
両
に

対
し
て
、
渋
滞
回
避
ル
ー
ト
へ
の

誘
導
や
、
チ
ラ
シ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
の
渋
滞
回
避
情
報
の
提
供
な
ど
、

2
年
間
に
わ
た
る
取
組
み
の
結
果
、

小
國
神
社
周
辺
の
渋
滞
を
大
幅
に

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
I
C
を
利
用

し
て
、
森
町
で
快
適
に
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み
の
輪

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

遠
州
森
町
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
で

何
が
変
わ
っ
た
か
？

遠州森町スマートIC

遠州森町スマート IC開通により利便性が向上した新東名高速道路（草ヶ谷地内）

新東名開通による森町の観光交流客数の変化

（
万
人
／
年
）

（年度）

115

110

105

100

95

90

85
H22 H23 H24 H25

前年対比
12.2％増

遠州森町スマート ICの交通量
平日平均（平成26年4～10月）

647台

正月三が日平均（平成27年1月1～3日）
1,565台

紅葉シーズン休日平均（平成26年11月22～24日）
1,452台

休日平均（平成26年4～10月）
935台

（上下線出入り交通量：台／日）
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森
町
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
設
置
費
補
助
金
の
ご
案
内

Ｑ
１
．
一
宮
周
辺
地
域
渋
滞
対
策
協
議
会
と
し
て
の
活
動
は

職
員
ら
が
自
転
車
で
走
っ
て
渋
滞
の
ポ
イ
ン
ト
を
観
察
す

る
な
ど
、
問
題
点
を
一
つ
ず
つ
解
消
し
て
渋
滞
を
緩
和
さ
せ

て
い
っ
た
。
取
り
組
み
方
と
問
題
点
を
明
確
に
し
て
い
た
点

で
、
す
ば
ら
し
い
会
議
だ
っ
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

Ｑ
２
．
明
神
通
り（
谷
崎
交
差
点
～
小
國
神
社
）の
様
子
は

新
東
名
の
開
通
直
後
は
Ｐ
Ａ
巡
り
な
ど
高
速
道
路
の
中
だ

け
で
車
が
周
遊
し
て
お
り
、
お
客
さ
ん
の
流
れ
が
こ
こ
ま
で

来
な
か
っ
た
。
6
月
に
な
る
と
周
辺
施
設
に
車
が
降
り
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
通
初
年
度
の
秋
の
小
國
神
社
と
明
神

通
り
は
お
客
さ
ん
が
す
ご
か
っ
た
。
想
定
外
の
渋
滞
が
発
生

し
た
た
め
、
渋
滞
対
策
へ
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

Ｑ
３
．
新
東
名
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
は

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
用
客
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
。
Ｉ
Ｃ
完

成
に
期
待
す
る
だ
け
で
は
駄
目
で
、も
う
一
度
来
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
魅
力
を
創
り
出
す
こ
と
が
大
切
。
明
神
通
り
も
、

小
國
神
社
の
四
季
折
々
の
魅
力
を
活
用
し
「
お
も
て
な
し
の

心
」
で
現
在
の
10
店
舗
か
ら
さ
ら
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
１
．
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
で
園
田
・
飯
田

地
区
の
田
園
地
帯
の
変
化
は
？

皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
こ
の
辺
り
が
「
と
う

も
ろ
こ
し
」
で
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く
れ
る
機
会
が
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
作
る
人
も
、
お
客
様
も

増
え
て
き
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
の
力
、
メ
デ
ィ

ア
の
力
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
な
ど
総
合
的

な
力
で
こ
の
地
域
に
お
客
様
が
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
．
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
に
期
待
す
る
こ
と
は

せ
っ
か
く
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
充

分
な
「
お
も
て
な
し
」
が
出
来
る
よ
う
に
し

た
い
。
よ
く
道
を
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
町
の
名
所
・
花
・
ス
イ
ー
ツ
の
お
店
な

ど
に
う
ま
く
誘
導
し
て
、森
町
の
魅
力
を
伝
え
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
来
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
後
の
よ
う
す
に
つ
い
て
、

地
元
を
よ
く
知
る
お
二
人
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

もう一度来たい！と思ってもらえる
シチュエーションを創りたい

おもてなしの心でお迎えしたい

太田幹
もと ひ さ

久さん（下宿）
一宮周辺地域渋滞対策協議会メンバー。
「明神通り振興会」の会長として地域活性化
に取り組む。

佐野敦子さん（谷中）
森町農業委員。「ふじのくに農村漁村ときめ
き女性」メンバーとしても活躍。

■
申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
都
市
整
備
係
　
☎
8
5
｜
6
3
2
1

補
助
対
象
者

●
森
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま

た
は
森
町
内
に
事
務
所
お
よ
び

事
業
所
を
有
す
る
法
人
（
町
税

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
）

●
平
成
27
年
2
月
25
日
以
後
に
Ｅ

Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
購
入
し
、
取
り

付
け
・
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
完
了

し
た
人

補
助
金
額

●
車
両
１
台
あ
た
り

　
5
，
0
0
0
円

（
二
輪
車
も
同
額
で
す
）

※
個
人
、
法
人
と
も
に
設
置
台
数

に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続
き

　

補
助
金
交
付
申
請
書
と
添
付
書

類
を
設
置
後
4
ヶ
月
以
内
に
、

役
場
建
設
課
の
申
請
窓
口
に
持

参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書

※
森
町
役
場
お
よ
び
近
隣
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
取
扱
店
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
森
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

②
Ｅ
Ｔ
Ｃ
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
証
明
書

の
コ
ピ
ー

③
車
検
証
の
コ
ピ
ー

④
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
購
入
・
取
付
け
お
よ

び
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
に
要
し
た
実

費
額
が
分
か
る
領
収
書
の
コ

ピ
ー

対
象
と
な
ら
な
い
も
の

●
す
で
に
取
り
付
け
て
い
る
Ｅ
Ｔ

Ｃ
車
載
器
の
交
換
な
ど

※
詳
し
く
は
役
場
建
設
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

森
町
で
は
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
利
用
促
進
の
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を

新
た
に
購
入
し
て
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
す
る
人
お
よ
び
事
業
所
に
対
し
て
補

助
を
行
い
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
新
設

5
，0
0
0
円
補
助
し
ま
す

町
民
の
皆
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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まちの財政状況

0510152025 0 5 10 15 2520

0 5 10 15 20

区　　　分 予算額 執行額
会計名 積立金残高

未償還現在高 

内訳

平成26年度（平成27年3月末現在）の森町の財政状況（予算執行状況）をお知らせします。町民の皆
さんに納めていただいた税金や、国・県から交付されたお金がどのように使われているのかご覧ください。
なお、町の予算は、5月末までの収入支出整理期間があるため、公表する金額は、平成26年度の決算
額とは異なります。

教育・福祉施設等整備事業債
一 般 単 独 事 業 債
辺 地 対 策 事 業 債
公 営 住 宅 建 設 事 業 債
災 害 復 旧 債
厚生福祉施設整備事業債
臨 時 財 政 対 策 債 　
そ の 他

68億2,043万円
10億4,316万円
9億3,955万円
2億4,477万円
1億9,984万円
2,700万円
944万円

35億9,074万円
7億6,593万円

一 般 会 計
国 保 特 別 会 計
介護保険特別会計
簡易水道特別会計

31億7,105万円
1億2,403万円

124万円
1,686万円

事 業 収 益

事 業 費 用

資本的収入

資本的支出

3億5,792万円

3億2,269万円

1億9,324万円

2億6,709万円

3億5,378万円

3億2,373万円

1億7,013万円

2億4,163万円

区　　　分 予算額 執行額

事 業 収 益

事 業 費 用

資本的収入

資本的支出

28億5,334万円

32億5,155万円

2億8,202万円

3億9,431万円

28億3,152万円

32億2,228万円

2億7,278万円

3億8,309万円

■水道事業会計

■病院事業会計

町が各種事業のために借り入れし、返済している額

（※）臨時財政対策債は、返済額が全て交付税で賄われる特別な
 地方債です。

町が財源調整や各種事業のために積立をしている額 町が公共の利益を目的に経営する企業会計です

特定の事業のために一般会計と区別して使われる会計です

（億）

（億）

（億）

町税
24億8,109万円
25億6,456万円【103.4％】

19億6,300万円
  9億1,800万円【46.8％】

14億　578万円
18億4,780万円【131.4％】

10億　501万円
  7億4,198万円【73.8％】

  4億4,505万円
  2億6,115万円【58.7％】

  3億　747万円
  3億6,993万円【120.3％】

  1億6,634万円
  1億2,251万円【73.7％】

  1億　400万円
  1億1,031万円【106.1％】

14億6,627万円
13億5,973万円【92.7％】

地方
交付税

町債

国庫
支出金

県
支出金

各種
交付金

諸収入

地方
譲与税

繰入金
その他

23億7,168万円
13億3,719万円【56.4％】

19億6,628万円
18億5,271万円【94.2％】

13億4,360万円
12億　760万円【89.9％】

11億4,154万円
  8億7,476万円【76.6％】

  9億1,487万円
  6億7,771万円【74.1％】

  6億2,278万円
  6億2,012万円【99.6％】

  4億4,975万円
  3億7,010万円【82.3％】

  2億2,028万円
  1億8,069万円【82.0％】

  3億1,322万円
  2億2,068万円【70.5％】

民生費

総務費

衛生費

教育費

土木費

公債費

消防費

農林水
産業費

その他

20億7,372万円

19億1,825万円【92.5％】

18億6,406万円【89.9％】

19億6,619万円

19億6,209万円【99.8％】

17億6,065万円【89.5％】

  1億9,256万円

  1億8,881万円【98.1％】

  1億6,402万円【85.2％】

　　　403万円

　　　425万円【105.6％】

　　　330万円【81.9％】

  6億3,904万円

  4億6,406万円【72.6％】

  5億2,222万円【81.7％】

【　　 】予算額 収入済額（歳入）・支出済額（歳出） 執行率

■問い合わせ先　役場企画財政課財政係　1８５－６３０６

収益的

資本的

収益的

資本的

国民
健康
保険

介護
保険

後期
高齢者
医療

簡易
水道
事業

公共
下水道
事業

（※）

まちの財政状況まちの財政状況

一般会計予算の収支状況般般般般般般般般会会会会会会会計計計予算算 収収収収収収支支支支支状状状状況一一一般般般般般般般会会会会会会計計計予予予予算算ののの収収収収支支支支状状状況況一般会計予算の収支状況

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況特特特特別別会会会会会計計計 算算 執執執執執執行行行行行行行状況特別会計 算 執行状況特別会計 算 執行状況特別会計 算 執行状況特特特特特特特別別会会会会会計計計予予予予算算ののの執執執執執執行行行行行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特別会計予算の執行状況

会計別積立金残高会計別積立金残高会計別積立金残高会会会会会会会会会会会計計計計別別別積積積立立立立立立立金金金金金金金金金金残残残高高高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会会会会会会会会会計計別別積積立立立金金金金金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会計別積立金残高 公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況公公公公公公公公営営営企企企企企企業業業会会会会計計計予予算算算のの執執執執執行行行行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公公公公公公営営企企業業会会計計予予算算ののの執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況

町債現在高の状況町債現在高の状況町債現在高の状況
町が各種事業のために借り入れし 返済し

町町町債債債債現現在在在在在在高高高高高ののの状状状状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町債現在高の状況

予算額　　　収入済額　　　支出済額　　　執行率【　】

歳 入 歳 出

一般会計分

予算額予算額 収入済額収入済額 支出済額支出済額

平成26年度

９３億4,401万円 82億9,597万円 73億4,157万円



5 広報もりまち　平成27年6月号

まちの財政状況

0510152025 0 5 10 15 2520

0 5 10 15 20

区　　　分 予算額 執行額
会計名 積立金残高

未償還現在高 

内訳

平成26年度（平成27年3月末現在）の森町の財政状況（予算執行状況）をお知らせします。町民の皆
さんに納めていただいた税金や、国・県から交付されたお金がどのように使われているのかご覧ください。
なお、町の予算は、5月末までの収入支出整理期間があるため、公表する金額は、平成26年度の決算
額とは異なります。

教育・福祉施設等整備事業債
一 般 単 独 事 業 債
辺 地 対 策 事 業 債
公 営 住 宅 建 設 事 業 債
災 害 復 旧 債
厚生福祉施設整備事業債
臨 時 財 政 対 策 債 　
そ の 他

68億2,043万円
10億4,316万円
9億3,955万円
2億4,477万円
1億9,984万円
2,700万円
944万円

35億9,074万円
7億6,593万円

一 般 会 計
国 保 特 別 会 計
介護保険特別会計
簡易水道特別会計

31億7,105万円
1億2,403万円

124万円
1,686万円

事 業 収 益

事 業 費 用

資本的収入

資本的支出

3億5,792万円

3億2,269万円

1億9,324万円

2億6,709万円

3億5,378万円

3億2,373万円

1億7,013万円

2億4,163万円

区　　　分 予算額 執行額

事 業 収 益

事 業 費 用

資本的収入

資本的支出

28億5,334万円

32億5,155万円

2億8,202万円

3億9,431万円

28億3,152万円

32億2,228万円

2億7,278万円

3億8,309万円

■水道事業会計

■病院事業会計

町が各種事業のために借り入れし、返済している額

（※）臨時財政対策債は、返済額が全て交付税で賄われる特別な
 地方債です。

町が財源調整や各種事業のために積立をしている額 町が公共の利益を目的に経営する企業会計です

特定の事業のために一般会計と区別して使われる会計です

（億）

（億）

（億）

町税
24億8,109万円
25億6,456万円【103.4％】

19億6,300万円
  9億1,800万円【46.8％】

14億　578万円
18億4,780万円【131.4％】

10億　501万円
  7億4,198万円【73.8％】

  4億4,505万円
  2億6,115万円【58.7％】

  3億　747万円
  3億6,993万円【120.3％】

  1億6,634万円
  1億2,251万円【73.7％】

  1億　400万円
  1億1,031万円【106.1％】

14億6,627万円
13億5,973万円【92.7％】

地方
交付税

町債

国庫
支出金

県
支出金

各種
交付金

諸収入

地方
譲与税

繰入金
その他

23億7,168万円
13億3,719万円【56.4％】

19億6,628万円
18億5,271万円【94.2％】

13億4,360万円
12億　760万円【89.9％】

11億4,154万円
  8億7,476万円【76.6％】

  9億1,487万円
  6億7,771万円【74.1％】

  6億2,278万円
  6億2,012万円【99.6％】

  4億4,975万円
  3億7,010万円【82.3％】

  2億2,028万円
  1億8,069万円【82.0％】

  3億1,322万円
  2億2,068万円【70.5％】

民生費

総務費

衛生費

教育費

土木費

公債費

消防費

農林水
産業費

その他

20億7,372万円

19億1,825万円【92.5％】

18億6,406万円【89.9％】

19億6,619万円

19億6,209万円【99.8％】

17億6,065万円【89.5％】

  1億9,256万円

  1億8,881万円【98.1％】

  1億6,402万円【85.2％】

　　　403万円

　　　425万円【105.6％】

　　　330万円【81.9％】

  6億3,904万円

  4億6,406万円【72.6％】

  5億2,222万円【81.7％】

【　　 】予算額 収入済額（歳入）・支出済額（歳出） 執行率

■問い合わせ先　役場企画財政課財政係　1８５－６３０６

収益的

資本的

収益的

資本的

国民
健康
保険

介護
保険

後期
高齢者
医療

簡易
水道
事業

公共
下水道
事業

（※）

まちの財政状況まちの財政状況

一般会計予算の収支状況般般般般般般般般会会会会会会会計計計予算算 収収収収収収支支支支支状状状状況一一一般般般般般般般会会会会会会計計計予予予予算算ののの収収収収支支支支状状状況況一般会計予算の収支状況

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況特特特特別別会会会会会計計計 算算 執執執執執執行行行行行行行状況特別会計 算 執行状況特別会計 算 執行状況特別会計 算 執行状況特特特特特特特別別会会会会会計計計予予予予算算ののの執執執執執執行行行行行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特特別別会会計計予予算算のの執執行行状状況況特別会計予算の執行状況

会計別積立金残高会計別積立金残高会計別積立金残高会会会会会会会会会会会計計計計別別別積積積立立立立立立立金金金金金金金金金金残残残高高高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会会会会会会会会会計計別別積積立立立金金金金金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会会計計別別積積立立金金残残高高会計別積立金残高 公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況公公公公公公公公営営営企企企企企企業業業会会会会計計計予予算算算のの執執執執執行行行行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算の執執行行状状況況公公公公公公公営営企企業業会会計計予予算算ののの執執行行状状況況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公公営営企企業業会会計計予予算算のの執執行行状状況公営企業会計予算の執行状況公営企業会計予算の執行状況

町債現在高の状況町債現在高の状況町債現在高の状況
町が各種事業のために借り入れし 返済し

町町町債債債債現現在在在在在在高高高高高ののの状状状状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町債債現現在在高高のの状状況況町町町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町町債現在在高高のの状状況町債現在高の状況

予算額　　　収入済額　　　支出済額　　　執行率【　】

歳 入 歳 出

一般会計分

予算額予算額 収入済額収入済額 支出済額支出済額

平成26年度

９３億4,401万円 82億9,597万円 73億4,157万円
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「
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
に

　
　
　

 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
に

　
　
　

 
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
の
公
共
的
な
課
題
に
、自
主
的
に
取
り
組
む
町
民
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
19
年
度
か
ら

始
ま
っ
た「
森
町
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」。こ
れ
ま
で
、公
共
施
設
の
美
化
活
動
や
地
域
活
性
化
活

動
な
ど
、様
々
な
団
体
に
お
け
る
協
働
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
、
昭
和
30
年
4
月
1
日
の
合
併

に
よ
り
誕
生
し
た
森
町
の
60
周
年
の
節
目
に
当
た
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
に
限
り
、
森
町
協
働
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
費
補
助
金
の
対
象
事
業
に
「
合
併
60

周
年
記
念
事
業
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

他
の
事
業
よ
り
も
補
助
内
容
が
上
載
せ
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
補
助
内
容

当
該
事
業
に
要
す
る
経
費
の
3
分
の
2
以
内
と

し
、
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
名
に
「
合
併
60
周
年
記
念
事
業
」

を
付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
対
象
事
業

・
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
発
信
す
る
事
業

・
町
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
事
業

・
町
民
の
絆
や
つ
な
が
り
を
深
め
る
事
業

対
象
事
業
に

「
合
併
60
周
年
記
念
事
業
」

　
　
　が
追
加
さ
れ
ま
す
！

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　

 

1
8
5
ー
6
3
0
5

■「
協
働
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

　と
は

　
公
園
の
清
掃
活
動
や
地
域
の
活
性

化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、対
象
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
自
主
的
に
取
り
組
む

皆
さ
ん
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。申

請
の
あ
っ
た
活
動
に
対
し
て
、町
で
総

合
的
に
判
断
し
、予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
の
事
業

①
公
共
施
設
管
理
事
業

　
道
路
、公
園
な
ど
の
公
共
施
設
の

　
管
理
ま
た
は
美
化
活
動

②
地
域
活
性
化
事
業

　
自
然
、歴
史
等
地
域
資
源
を
活
か

　
し
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
活
動

③
地
域
活
動
推
進
事
業

　
子
育
て
、福
祉
、防
犯
な
ど
地
域
課

　
題
に
取
り
組
む
活
動

④
そ
の
他
協
働
事
業

■
申
請
す
る
に
は

　
ま
ず
は
役
場
企
画
財
政
課
ま
で
、

電
話
ま
た
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●営利を目的としない活動で
あって、不特定多数のもの
の利益となる活動など

例えば…
●公園や道路の草刈りなどの
美化活動

●地域活性化イベント

活動団体
●協働のまちづくりを推進す
るための情報提供や多くの
人が参加しやすく継続でき
る環境づくり

●申請のあった活動計画に関
し、公益性などを踏まえ、
総合的に判断

町 活動の計画・報告
補助金の申請など

活動の審査
補助金の交付など

協働

地域活性化事業「町並みと蔵展」

公共施設管理事業「太田川親水公園清掃事業」



ん

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
汚
水

を
浄
化
し
、き
れ
い
な
水
に
し
て

放
流
す
る
装
置
で
、「
合
併
処
理

浄
化
槽
」
と
「
単
独
処
理
浄
化

槽
」が
あ
り
ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
】

　
ト
イ
レ
の
排
水
と
生
活
雑
排

水
（
台
所
、風
呂
、洗
濯
な
ど
の

排
水
）を
併
せ
て
処
理
し
ま
す
。

【
単
独
処
理
浄
化
槽
】

　
ト
イ
レ
の
排
水
の
み
を
処
理

し
ま
す
。
生
活
排
水
は
そ
の
ま

ま
側
溝
に
流
す
た
め
、河
川
な

ど
を
汚
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
平
成

13
年
４
月
か
ら
新
た
に
設
置
す

る
と
き
は
、合
併
処
理
浄
化
槽

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
を
設
置
す
る
人
に
、設
置
費
用
の

一
部
を
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
浄
化
槽
設
置
届
出
の
審
査
ま
た
は
建
築

基
準
法
に
基
づ
く
確
認
を
受
け
て
い
る
。

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、延
床
面
積
の
２

分
の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
し
て

い
る
。

③
住
宅
な
ど
を
賃
借
し
て
い
る
人
が
設
置

す
る
場
合
で
、賃
貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ

て
い
る
。

⑤
自
ら
が
居
住
す
る
建
築
物
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
。

⑥
公
共
下
水
道
認
可
区
域
外
に
浄
化
槽
を

設
置
す
る
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
付
け
替
え
に
よ
り
、ト
イ
レ
の
排
水

に
加
え
、生
活
雑
排
水
も
処
理
す
る
の
で
放

流
す
る
汚
れ
の
量
は
8
分
の
1
に
軽
減
さ

れ
、河
川
な
ど
の
浄
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。積

極
的
に
補
助
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　役
場
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　

 

1
８
５
ー
６
３
１
４

浄
化
槽
と
は

環
境
に
や
さ
し
い

〜
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
〜

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
費
用
を
一
部
補
助
し
ま
す

【補助金の額】

区分
補助限度額（単位：円）

５人槽 7人槽 10人槽

332,000 414,000 548,000

414,000 516,000 684,000

新築、建替え、増改築に伴い
合併処理浄化槽を設置する

くみ取り便所を水洗化する為に
合併処理浄化槽を設置する

既設の単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽へ付け替える 

合併浄化槽の設置作業（写真は5人槽）

7 広報もりまち　平成27年6月号



　
肉
用
牛
飼
育
農
家
の
経
営
安
定

や
技
術
向
上
を
目
指
す
「
第
6
回

全
国
肉
牛
事
業
協
同
組
合
枝
肉
共

励
会
・
ス
モ
ー
ル
導
入
部
門
」
で

「
経
済
肥
育
賞
」
を
受
賞
し
た
鈴

木
直
希
さ
ん
（
中
飯
田
）
が
5
月

20
日
、
森
町
役
場
を
訪
れ
、
村
松

町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

「
経
済
肥
育
賞
」
は
、
1
日
あ
た

り
の
収
益
性
が
最
も
高
い
肉
用
牛

飼
育
農
家
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、

全
国
の
ラ
イ
バ
ル
会
員
ら
が
出
荷

ま
で
に
7
5
0
日
程
度
を
要
す
る

な
か
、
3
割
近
く
少
な
い
日
数
で

遜
色
な
い
肉
用
牛
を
育
て
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
快
挙
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は

「
収
益
ス
タ
イ
ル
を
追
求
し
た
飼

育
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
が
、
全

国
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
評
価
さ
れ

て
う
れ
し
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

     　
12
月
5
日
（
土
）
に
静
岡
市
で

開
催
さ
れ
る
第
16
回
静
岡
県
市
町

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
に
向
け
、
森

町
実
行
委
員
会
は
5
月
27
日
、
町

民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
初
会
合
を
開

き
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
総
括
責

任
者
の
比
奈
地
教
育
長
が
「
森
町

は
入
賞
常
連
チ
ー
ム
。
今
年
は
、

県
東
部
地
区
な
ど
強
豪
チ
ー
ム
の

一
角
に
食
い
込
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
小
澤
哲
夫
実
行
委

員
長
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
森

町
駅
伝
チ
ー
ム
が
力
強
く
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
森
町
体
育
協
会
（
小
澤
哲
夫
会

長
）
は
5
月
15
日
、
町
民
生
活
セ

ン
タ
ー
で
本
年
度
総
会
を
開
き
ま

し
た
。
総
会
に
は
約
50
人
が
参
加

し
、
女
子
三
千
メ
ー
ト
ル
障
害
で

「
第
17
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
6
位

入
賞
・
第
98
回
日
本
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
優
勝
」
の
2
つ
の
栄
冠

を
手
に
し
た
三
郷
実
沙
希
さ
ん
や
、

前
体
協
常
任
理
事
の
鈴
木
伸
宜
さ

ん
ら
に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
年
度
の
各
支
部
長

へ
の
感
謝
状
贈
呈
や
、
前
年
度
事

業
報
告
・
本
年
度
事
業
計
画
な
ど

の
承
認
を
行
う
こ
と
で
、
森
町
の

さ
ら
な
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
確
認

し
、
晴
れ
や
か
に
新
年
度
の
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
春
の
叙
勲
に
お
い

て
、
町
内
で
は
井
上
啓
次
郎
さ
ん

が
瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
井
上
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
周

南
中
学
校
で
教
職
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
れ
、
若
さ
と
情
熱
を
英
語
教

育
に
注
ぎ
、
生
徒
指
導
、
部
活
動

指
導
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。
そ

の
卓
越
し
た
指
導
力
が
認
め
ら
れ
、

平
成
3
年
4
月
に
は
袋
井
南
中
学

校
教
頭
、
平
成
7
年
4
月
に
は
、

三
倉
小
学
校
の
校
長
に
就
任
。
そ

の
後
、
森
小
学
校
長
な
ど
を
歴
任

し
、
自
校
の
み
な
ら
ず
磐
周
地
区

の
校
長
会
長
と
し
て
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
17
年
4
月
に
は
、
森
町
教
育
長

に
就
任
し
、
平
成
26
年
3
月
ま
で

の
9
年
間
「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、

夢
づ
く
り
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
、

学
校
教
育
で
は
中
学
校
区
ご
と
に

「
自
慢
づ
く
り
」事
業
を
展
開
し
、

生
涯
学
習
で
は
「
森
の
夢
づ
く
り

大
学
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
施
設
の
充
実
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
教
育
活
動
の
資
質
向
上

の
た
め
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
長

き
に
わ
た
る
教
育
振
興
へ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

〔
井
上
さ
ん
の
喜
び
の
声
〕

　
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
こ
れ
も

多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
よ
き
仲
間
に
も
恵
ま
れ
た
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
教
育
は
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ

て
も
「
教
え
、
育
て
る
」
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

皆
様
方
の
ご
芳
情
に
報
い
る
べ
く
、

応
援
団
の
一
人
と
し
て
、
教
育
の

充
実
の
た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

　井
上

　啓
次
郎
さ
ん

（
71
歳
・
川
久
保
）

村松町長に受賞報告する鈴木直希さん

委嘱状を受け取る小澤実行委員長

小澤会長から表彰を受ける三郷実沙希さん

村松町長に受章を報告する井上さん（右）

効
率
的
な
肉
牛
飼
育
で

全
国
賞
を
受
賞

森
町
体
協
総
会
を
開
催

春
の
叙
勲
栄
え
あ
る
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

に
向
け
ス
タ
ー
ト

町
議
会
委
員
会
構
成
決
ま
る
議
長
に
榊
原
淑
友
氏・

副
議
長
に
山
本
俊
康
氏

　
町
で
は
、
町
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
と
防
災
情
報
の
共
有
化
を
図

る
た
め
、
5
月
19
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
旭
が
丘
、
泉
陽
、
森
の
各

中
学
校
区
別
に
防
災
連
絡
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
連
絡
会
に
は
、
各

地
区
の
町
内
会
長
や
社
会
教
育
委

員
、
主
任
児
童
委
員
、
幼
小
中
高

の
学
校
関
係
者
お
よ
び
P
T
A
役

員
ら
1
8
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

連
絡
会
で
は
、
防
災
に
関
わ
る
学

校
と
地
域
連
携
の
あ
り
方
や
、
避

難
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
避
難
所
と
な
る
施

設
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
例

や
、
避
難
所
配
置
図
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
5
月
15
日
、
森
町
広
報
モ
ニ
タ

ー
会
議
を
開
き
、
各
地
区
か
ら
選

任
し
た
7
人
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
は
、
町

広
報
紙
へ
の
意
見
・
要
望
や
地
域

の
身
近
な
ど
の
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
町
政
な
ど
幅
広

く
意
見
を
伺
い
ま
す
。

◇
広
報
モ
ニ
タ
ー
（
敬
称
略
）

三
倉
　
滝
瀨
惠
利
子
（
三
倉
）

天
方
　
髙
木
　
敏
之
（
問
詰
）

森
　
　
浅
野
　
健
作
（
本
町
）

　
　
　
小
澤
　
洋
一
（
本
町
）

一
宮
　
岡
田
　
藍
子
（
米
倉
）

園
田
　
武
藏
島
悦
子
（
円
田
）

飯
田
　
竹
下
　
孝
行
（
北
戸
綿
）

  

森
町
議
会
5
月
臨
時
会
が
5
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長

の
選
出
と
各
常
任
委
員
会
委
員

な
ど
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
榊
原
淑
友
氏
、
副
議
長

に
山
本
俊
康
氏
が
選
ば
れ
、
新

た
な
委
員
会
構
成
で
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇
議
　
長
　  

榊
原
　
淑
友

◇
副
議
長  

　
山
本
　
俊
康

◇
第
一
常
任
委
員
会

  

委
員
長   

　
亀
澤
　
　
進

  

副
委
員
長
　
�
筋
　
惠
治

  

委
　
員   

　
小
沢
　
一
男

    

〃
　
　 

　
榊
原
　
淑
友

    

〃
　
　 

　
鈴
木
　
托
治

    

〃
　
　 

　
中
根
　
幸
男

◇
第
二
常
任
委
員
会

  

委
員
長  

　 

小
澤
　
哲
夫

  

副
委
員
長
　
伊
藤
　
和
子

  

委
　
員      

片
岡
　
　
健

    

〃
　
　 

　
山
本
　
俊
康

    

〃
　
　 

　
太
田
　
康
雄

    

〃
　
　 

　
西
田
　
　
彰

◇
議
会
運
営
委
員
会

  

委
員
長   

　
太
田
　
康
雄

  

副
委
員
長
　
山
本
　
俊
康

  

委
　
員   

　
片
岡
　
　
健

    

〃    

　
　
亀
澤
　
　
進

    

〃
　
　 

　
小
澤
　
哲
夫

◇
監
査
委
員

　
議
会
選
出  

中
根
　
幸
男

　
　
　
　
　
（
6
月
12
日
選
任
）

  

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
再
度
、
町
議
会
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
活
動
す
る
議

会
を
目
指
し
全
力
で
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
合
併
60
周
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
地
方
創

生
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
遠
州

の
小
京
都
町
づ
く
り
、
森
町
総
合

計
画
な
ど
、
い
よ
い
よ
森
町
が
文

化
と
歴
史
を
生
か
し
た
、
新
し
い

町
づ
く
り
を
始
め
る
時
が
来
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
能
力
を
高
め
、
徹

底
し
た
議
論
を
重
ね
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
す
る
議
会
を

め
ざ
し
て

町
議
会
議
長

　榊
原 

淑
友

旭が丘中学校区防災連絡会のようす

広報モニター会議のようす

榊原議長（右）と山本副議長（左）

森
町
防
災
連
絡
会
を

開
催

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
す
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町
議
会
委
員
会
構
成
決
ま
る
議
長
に
榊
原
淑
友
氏・

副
議
長
に
山
本
俊
康
氏

　
町
で
は
、
町
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
と
防
災
情
報
の
共
有
化
を
図

る
た
め
、
5
月
19
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
旭
が
丘
、
泉
陽
、
森
の
各

中
学
校
区
別
に
防
災
連
絡
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
連
絡
会
に
は
、
各

地
区
の
町
内
会
長
や
社
会
教
育
委

員
、
主
任
児
童
委
員
、
幼
小
中
高

の
学
校
関
係
者
お
よ
び
P
T
A
役

員
ら
1
8
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

連
絡
会
で
は
、
防
災
に
関
わ
る
学

校
と
地
域
連
携
の
あ
り
方
や
、
避

難
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
避
難
所
と
な
る
施

設
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
例

や
、
避
難
所
配
置
図
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
5
月
15
日
、
森
町
広
報
モ
ニ
タ

ー
会
議
を
開
き
、
各
地
区
か
ら
選

任
し
た
7
人
の
広
報
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
は
、
町

広
報
紙
へ
の
意
見
・
要
望
や
地
域

の
身
近
な
ど
の
情
報
提
供
を
し
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
町
政
な
ど
幅
広

く
意
見
を
伺
い
ま
す
。

◇
広
報
モ
ニ
タ
ー
（
敬
称
略
）

三
倉
　
滝
瀨
惠
利
子
（
三
倉
）

天
方
　
髙
木
　
敏
之
（
問
詰
）

森
　
　
浅
野
　
健
作
（
本
町
）

　
　
　
小
澤
　
洋
一
（
本
町
）

一
宮
　
岡
田
　
藍
子
（
米
倉
）

園
田
　
武
藏
島
悦
子
（
円
田
）

飯
田
　
竹
下
　
孝
行
（
北
戸
綿
）

  

森
町
議
会
5
月
臨
時
会
が
5
月

11
日
に
開
催
さ
れ
、
正
副
議
長

の
選
出
と
各
常
任
委
員
会
委
員

な
ど
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
榊
原
淑
友
氏
、
副
議
長

に
山
本
俊
康
氏
が
選
ば
れ
、
新

た
な
委
員
会
構
成
で
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◇
議
　
長
　  

榊
原
　
淑
友

◇
副
議
長  

　
山
本
　
俊
康

◇
第
一
常
任
委
員
会

  

委
員
長   

　
亀
澤
　
　
進

  

副
委
員
長
　
�
筋
　
惠
治

  

委
　
員   

　
小
沢
　
一
男

    

〃
　
　 

　
榊
原
　
淑
友

    
〃
　
　 

　
鈴
木
　
托
治

    
〃
　
　 

　
中
根
　
幸
男

◇
第
二
常
任
委
員
会

  

委
員
長  
　 
小
澤
　
哲
夫

  

副
委
員
長
　
伊
藤
　
和
子

  

委
　
員      

片
岡
　
　
健

    

〃
　
　 

　
山
本
　
俊
康

    

〃
　
　 

　
太
田
　
康
雄

    

〃
　
　 

　
西
田
　
　
彰

◇
議
会
運
営
委
員
会

  

委
員
長   

　
太
田
　
康
雄

  

副
委
員
長
　
山
本
　
俊
康

  

委
　
員   

　
片
岡
　
　
健

    

〃    

　
　
亀
澤
　
　
進

    

〃
　
　 

　
小
澤
　
哲
夫

◇
監
査
委
員

　
議
会
選
出  

中
根
　
幸
男

　
　
　
　
　
（
6
月
12
日
選
任
）

  

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推
挙

に
よ
り
、
再
度
、
町
議
会
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
活
動
す
る
議

会
を
目
指
し
全
力
で
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
合
併
60
周
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
地
方
創

生
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
遠
州

の
小
京
都
町
づ
く
り
、
森
町
総
合

計
画
な
ど
、
い
よ
い
よ
森
町
が
文

化
と
歴
史
を
生
か
し
た
、
新
し
い

町
づ
く
り
を
始
め
る
時
が
来
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。
議
員
一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
能
力
を
高
め
、
徹

底
し
た
議
論
を
重
ね
、
議
会
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
す
る
議
会
を

め
ざ
し
て

町
議
会
議
長

　榊
原 

淑
友

旭が丘中学校区防災連絡会のようす

広報モニター会議のようす

榊原議長（右）と山本副議長（左）

森
町
防
災
連
絡
会
を

開
催

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
す
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

高齢者の事故ゼロを願って
森町交通安全対策委員会は5月20日、町内の各商業

施設で「高齢者事故ゼロ作戦」を実施し、交通安全の呼
びかけを行いました。春の全国交通安全運動にあわせて
行われたもので、交通安全協会森地区支部役員や交通
安全指導員たちが、来店客ひとりひとりに啓発チラシや自
発光式反射キーホルダーを手渡しました。

かっこいい凧が出来たよ！
森町児童館は4月25日、「親子凧作り教室」

を開催し、町内で30年前から凧作りに取り組む
北川鼎

かなえ

さん（明治町）の指導のもと、14組の親
子が協力しながら凧を完成させました。今回挑戦
したダイヤ形の凧は作りやすく、子どもでも簡単に
揚げて楽しめるものです。子どもたちは格好良く
仕上がった凧の出来映えに満足そうな表情を浮
かべていました。

手軽に楽しもう！フーバ教室
5月8日、宮園小体育館で「巡回フーバ教

室」が開かれました。フーバとは、ビニール製
のカラーボールを使って4対4の人数で楽しむ
手軽で安全な新スポーツです。森町スポーツ推
進委員会が普及を進めており、町内各地区を
巡回し、フーバの楽しさを伝えています。この日
は、園田地区の皆さんが心地良い汗を流しまし
た。

▲来店客に啓発チラシを手渡す森地区支部員

▲癒やしのハンドケアを実演する指導員たち

▲凧作り名人 ・ 北川さん ( 右 ) による熱心な指導

癒やしのハンドケアを伝授
森町赤十字奉仕団研修会が5月27日、文化会館小ホー

ルで開かれ、各地区団員や奉仕団研修部員たちが認知症高
齢者への対応と「癒やしのハンドケア」を学びました。やさしく
体に触れるスキンシップは、ストレスを和らげ、認知症高齢者と
のコミュニケーションにも効果が期待されています。

▲フーバを楽しむ園田地区の皆さん
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

5月連休は
アクティ森で過ごす！
新緑の美しさと吉川沿いの風が心地

良い5月初旬、森町体験の里「アクティ
森」では、かしわ餅づくりやカヌー体験、
ポニーの乗馬体験などのゴール
デンウイークイベントを連日開催
し、親子連れを中心に大勢
の観光客でにぎわいました。

里山の
魅力を満喫
　三倉・天方地区の里山巡りを味わう「第５
回遠州森町かわせみ街道・ぷぶふの日」が5
月16日と17日に行われ、町内外から家族連
れなどでにぎわいました。訪れた来客たちは、
地元の個人・団体など25カ所による心のこもっ
た「おもてなし」を受け、“ぷらっと来て、ぶらっ
と見て、ふらっと寄れる”新緑の里山巡りを
満喫していました。

▲ていねいに種まきする一宮幼稚園児たち

大きくなあれ！
とうもろこし
森町一宮の水と環

境を守る会 (榊原淑友
会長 )は5月12日、地元の
シニアクラブ会員や一宮幼稚園児と一緒に「甘
穫娘（カントリーむすめ）」という品種のとうもろこ
しの種まきを行いました。荒廃農地の解消や、
休耕地の有効利用を目的として5年前から実施
しており、8月上旬には収穫できる予定です。

▲鍛治島地区の古民家で談笑する来客たち

おいしい緑茶で来客をおもてなし▶

◀かわいいポニーに乗ったよ

▲はたらく車大集合での白バイ乗車体験

みんなで種まきしたよ ▶
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赤穂浪士が討ち入り前夜に酒を飲み交わしたとされる
「瀬戸織部の徳利」を鑑定する中島誠之助先生。
果たして本物？驚きの鑑定額は？

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
ｉ
ｎ
森
町

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
ｉ
ｎ
森
町

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

結
果
が
届
い
た
人

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
と
本
人
や
家
族
と
話
し
合
い
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
（
訪
問
型
・
通
所
型
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
）

●
一
般
介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
の
取
組
が
必
要
な
人

介
護
予
防
の
取
組
が
必
要
な
人

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
利
用

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
利
用

本
人
評
価
額
を
上
回
る

鑑
定
品
が
続
出

代
々
伝
わ
る
「
家
宝
」
や
、
収

集
マ
ニ
ア
の
こ
だ
わ
り
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
専
門
家
が
鑑
定
し
、
値

段
付
け
を
行
う
「
な
ん
で
も
鑑
定

団
」
は
20
年
以
上
も
続
く
長
寿
番

組
で
、
合
併
60
周
年
を
迎
え
る
森

町
で
も
つ
い
に
公
開
収
録
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
勢
6
組
の
出
演
者

た
ち
は
、
町
内
在
住
者
や
森
町
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
ば
か
り
。
高
額

鑑
定
の
続
出
に
、
会
場
内
は
大
盛

り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

模
様
は
、
6
月
28
日
（
日
）
の
静

岡
第
一
テ
レ
ビ
で
午
後
0
時
か
ら

放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ  

森
町
文
化
会
館

☎
8
5
｜
1
1
1
1

◎
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施
と

結
果
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、
制
度
改
正
に
よ
り

65
歳
以
上
の
人
全
員
で
は
な
く
、

介
護
予
防
が
必
要
と
思
わ
れ
る
70

～
89
歳
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
な
い
3,
2
5
5
人

を
対
象
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
送
付

し
た
人
の
う
ち
約
４
人
に
１
人
が

何
ら
か
の
介
護
予
防
の
取
組
み
が

必
要
で
あ
る
と
の
結
果
が
出
ま
し

た
。
介
護
予
防
が
必
要
な
人
の
う

ち
、
約
２
人
に
１
人
が
運
動
、
約

３
人
に
１
人
が
口
腔
、
約
５
人
に

１
人
が
認
知
の
各
機
能
の
低
下
を

予
防
す
る
取
組
み
が
必
要
で
あ
る

と
の
結
果
で
し
た
。
介
護
予
防
の

取
組
み
が
必
要
な
人
に
は
、
運
動

教
室
（
口
腔
機
能
）、
脳
活
性
化
教

室
等
の
案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

◎
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

　
総
合
事
業
の
利
用
に
つ
い
て

今
回
、
結
果
案
内
が
お
手
元
に

届
い
た
人
は
、
制
度
改
正
に
よ
り

今
ま
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
が

な
い
と
利
用
で
き
な
か
っ
た
通
所

介
護
や
訪
問
介
護
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
を
利
用
し
な
が
ら
自
立
し

た
生
活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

5
月
3
日
、
森
町
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
人
気
番
組
「
出
張
！
な

ん
で
も
鑑
定
団
i
n
森
町
」
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
、
満
員
で
埋
め
尽

く
さ
れ
た
会
場
は
、
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

◀
本
人
評
価
額
を
ボ
ー
ド
に
書
き
込
み
、
公
開
収
録
を
待
つ
6
組
の
出
演
者
と
応
援
団
の
皆
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

1
8
5
ー
6
3
4
1

 E
-m
ail
:
houkatsu@

tow
n.m
orim

achi.shizuoka.jp

森町合併六十周年記念事業

12広報もりまち　平成27年6月号



町
指
定
文
化
財・庵
山
観
音
像
の
修
復
が
完
成 
町
指
定
文
化
財・庵
山
観
音
像
の
修
復
が
完
成 
鈴
木
藤
三
郎
の
思
い
を
未
来
に
受
け
継
ぐ

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

込
め
て
観
音
像
を
修
復

平
成
25
年
の
森
町
教
育
委
員
会

調
査
で
、
台
座
部
分
の
腐
食
と
老

朽
化
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
森
町

が
平
成
26
年
12
月
か
ら
修
理
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
、
鈴
木
藤
三
郎
の

ひ
孫
に
あ
た
る
手
島
肇
さ
ん
（
大

阪
府
在
住
）
か
ら
寄
付
の
申
し
入

れ
が
あ
り
、
予
定
し
て
い
た
台
座

修
復
に
加
え
て
、
昭
和
27
年
か
ら

欠
落
し
て
い
た
天て
ん
ね衣
の
復
元
修
理

も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、町
民
有
志
を
中
心
に「
庵

山
観
音
像
顕
彰
会
」
が
発
足
し
た

こ
と
で
広
く
町
内
外
か
ら
の
寄
付

も
集
ま
り
、
今
年
の
4
月
25
日
に

修
復
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

町
民
に
と
っ
て
も

大
切
な
場
所
に

式
典
に
参
加
し
た
村
松
町
長
は

「
百
年
以
上
も
こ
の
庵
山
か
ら
森
町

を
見
守
っ
て
く
れ
た
観
音
像
に
、

末
永
く
森
町
の
発
展
を
見
守
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
町
民
に
と
っ
て

も
大
切
な
場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
町
し

た
手
島
さ
ん
は
「
母
親
と
妻
、
娘

夫
婦
と
孫
3
人
と
共
に
こ
の
場
所

に
訪
れ
、
こ
れ
が
私
の
ひ
い
お
じ

い
さ
ん
の
作
っ
た
銅
像
だ
と
教
え

て
参
拝
し
た
。
ご
縁
を
大
切
に
森

町
の
皆
さ
ん
と
の
絆
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
現
在
の
庵
山
公
園
は
、

枝
の
伐
採
や
草
刈
り
な
ど
に
よ
り

視
界
が
開
か
れ
、
市
街
地
の
町
並

み
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
歴
史
あ
る
庵
山
公
園
に
多

く
の
人
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
8
5
｜
1
1
1
2

 

デ
ザ
イ
ン
条
件

　

森
町
の
自
然
環
境
、
地
理
、
歴

史
、
文
化
・
芸
能
、
観
光
地
・
イ

ベ
ン
ト
、
特
産
品
な
ど
を
考
慮
し

て
森
町
を
印
象
づ
け
る
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

森
町
に
関
す
る
情
報
は
、
町
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

賞
品

　

平
成
27
年
10
月
31
日
（
土
）
に

森
町
文
化
会
館
で
開
催
予
定
の

「
森
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
」
で

表
彰
し
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

応
募
方
法

●
デ
ザ
イ
ン
は
、
手
書
き
、
電
子

デ
ー
タ
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
。

●
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
持
参
、
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
応
募
く

だ
さ
い
。応
募
用
紙
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
か
、
企
画
財
政
課
に
郵
送

先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

応
募
締
め
切
り

　
※
採
用
作
品
の
著
作
権
は
、
森
町

に
帰
属
し
ま
す
。

※
審
査
結
果
は
、
受
賞
さ
れ
た

ご
本
人
に
直
接
通
知
し
た
後
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

紙
で
公
表
し
ま
す
。

※
採
用
後
に
、
作
品
の
デ
ザ
イ
ン

に
対
し
て
若
干
の
修
正
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

森
地
区
の
庵
山
公
園
で
5
月
18
日
、
「
庵
山
観
音
像
」
の
修
理
完
成

式
が
多
く
の
関
係
者
を
集
め
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
音
像
は
、
森
町
出
身
で
近
代
日
本
産
業
の
先
駆
者
で
あ
る
鈴

木
藤
三
郎
が
明
治
40
年
に
建
立
し
、
昭
和
49
年
に
町
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
昭
和
30
年
4
月
1
日
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
森

町
の
60
周
年
の
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
合
併
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
森
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

募
集
し
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
今
後
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
各
種
事

業
や
広
報
紙
な
ど
で
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

庵山観音像
総高252.0cm
像高182.0cm
明治40年（1907）建立。
昭和49年（1974）に森町指
定文化財となる。

修復の終わった庵山観音像

庵山から望む建設中の総合体育館
鈴木藤三郎の末裔にあたる
手島　肇さん（大阪府在住）

平
成
27
年

　

  

８
月
31
日（
月
）

ご応募・お問い合わせ先

〒437-0293
静岡県周智郡森町森2101-1
企画財政課企画係
☎0538―85―6305
メール : kikaku@town.
　　　　shizuoka-mori.lg.jp
森町ホームページ : http://www.town.
　　　　　　morimachi.shizuoka.jp/

森
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

森
町
合
併
60
周
年
記
念
事
業
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お問い合わせは　☎85―1113森町立図書館

〜
静
岡
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

静
岡
新
聞
デ

タ
ベ

ス
を
ご
利
用

だ
さ
い

調
べ
た
い
デ
ー
タ
と
記
事
が
検
索
で
き
ま
す

調
べ
た
い
デ
ー
タ
と
記
事
が
検
索
で
き
ま
す

こどもの読書週間（4月23日から5月12日）
に合わせて町内小学生の読書感想画展を図書
館内で開催し、力作49点が展示されました。

町内小学生の読書感想画町内小学生の読書感想画

誰でも簡単に検索できます誰でも簡単に検索できます

　

森
町
立
図
書
館
で
は
こ
の
ほ
ど
「
静
岡
新
聞
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。日
時
や
キ

ー
ワ
ー
ド
な
ど
簡
単
な
入
力
だ
け
で
、
静
岡
新
聞
の

掲
載
記
事
や
各
種
統
計
デ
ー
タ
・
企
業
情
報
な
ど

を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
申
込
み
を
す
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
利
用
可
能
で
す
。是
非
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

検
索
で
き
る
デ
ー
タ

　

静
岡
新
聞
（
昭
和
63
年
3
月
か
ら
の
掲
載
記
事
）

・
日
経
新
聞
・
各
種
統
計
情
報
・
企
業
情
報
な
ど

ご
利
用
時
間
な
ど

　
一
人
30
分
（
次
の
利
用
が
な
け
れ
ば
延
長
可
能
。

Ａ
4
プ
リ
ン
ト
は
1
枚
10
円
と
な
り
ま
す)

人気の本ベスト5
①かいけつゾロリのクイズ王／
　　　　　　　　　原ゆたか・著
②散り椿／葉室　麟・著
③春雷／葉室　麟・著
④火花／又吉直樹・著
⑤神様のカルテ 0／夏川草介・著

（5月1日～5月20日の貸出回数順）森町立図書館調べ

問
い
合
わ
せ
先

役
場
保
健
福
祉
課
障
害
福
祉
係（
臨
時
福
祉
給
付
金
）

厚
生
係（
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
8
5
ー
1
8
0
0

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂と

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂の
お
知
ら
せ

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂と

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂の
お
知
ら
せ

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ

る
負
担
の
影
響
に
配
慮
す
る
た
め
、所
得
の
低
い
人

を
対
象
に「
臨
時
福
祉
給
付
金
」、子
育
て
世
帯
を

対
象
に「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」が
支
給

さ
れ
ま
す
。

①「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
支
給
対
象
者
は
、平
成
27

年
1
月
1
日
現
在
、森
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

で
、下
表
の
要
件
を
満
た
す
人
で
す
。な
お
、給
付

金
の
申
請
に
は
、平
成
27
年
度
の
町
民
税
の
課
税

状
況
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、未
申
告
の
方
は
、

町
民
税
申
告
を
税
務
課
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

②「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」の
支
給
対
象

者
は
、平
成
27
年
5
月
31
日
現
在
、森
町
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
で
、下
表
の
要
件
を
満
た
す
人
で

す
。

　
町
か
ら
の
申
請
書
の
郵
送
お
よ
び
受
付
開
始
は

お
お
む
ね
8
月
上
旬
を
予
定
し
、町
へ
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、回
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
、お
よ
び
個
人

情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

（表）支給対象要件、金額など
給付金名

金　　額

対　　象

①臨時福祉給付金 ②子育て世帯臨時特例給付金
支給対象者 対象児童

対象児童1人につき3千円

平成27年1月1日現在、森町に住民登録がある
人で、次の全てに該当する人
1.平成27年度町民税（均等割）が課税されて
いない人（当該町民税が課税されている人
の扶養親族は除かれます）
2.生活保護制度の被保護者でない人

平成27年6月分
の児童手当（特
例給付を除く）の
受給者の人

支給対象者の平
成27年6月分の
児童手当の対象
となる児童

支給対象者1人につき６千円



「
森
町
病
院
友
の
会
」総
会
が

　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た

「
森
町
病
院
友
の
会
」総
会
が

　
　
　
　
　開
催
さ
れ
ま
し
た

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」

　職
員
研
修
会
を
開
催

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」

　職
員
研
修
会
を
開
催

4
月
25
日
、「
森
町
病
院
友
の
会
」第
5

回
定
期
総
会
が
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ

ク
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、平
成
26
年
度
の
活
動
、会
計

報
告
や
平
成
27
年
度
活
動
計
画
、予
算
案

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、中
村
院
長
よ
り「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」の
講
演
が
行

わ
れ
、「
自
助
」「
互

助
」の
大
切
さ
と
森

町
病
院
の
先
取
り

し
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、真
剣
な

表
情
で
聴
講
し
て

い
ま
し
た
。

4
月
25
日
、森
町
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
に
て「
言
葉
を
変
え

て
世
界
を
変
え
よ
う
〜
や
る
気

を
引
き
出
す
言
葉
の
力
　
ペ
ッ

プ
ト
ー
ク
〜
」と
題
し
、マ
ナ
ー
セ
ン
ス
代
表

湯
佐
弘
子
氏
を
迎
え
職
員
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

「
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
」と
は
、ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
励
ま
す
と
き
に
指
導
者
が
使
う『
短
い
激

励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』で
、「
短
く
」「
わ
か
り
や

す
く
」「
肯
定
的
で
」「
や
る
気
に
さ
せ
る
」

言
葉
掛
け
で
す
。　

職
場
や
家
庭
で
部
下
や
子
ど
も
に
対
し

て
使
う
否
定
的
な
言
葉
を
、肯
定
的
な
ペ
ッ

プ
ト
ー
ク
の
言
葉
に
す
る「
変
換
」の
仕
方

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

「
掛
け
る
言
葉
が
変
わ
れ
ば
相
手
の
行
動

も
変
わ
る
の
で
、言
葉
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る

こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
周
り
の
人

間
関
係
も
変
わ
っ
て
く
る
」と
い
う
講
師
の

話
に
、約
70
人
の
参
加
者
は
、今
後
の
仕
事
や

生
活
に
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
い
う
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

講師の湯佐弘子氏

総会の様子

☎
お
問
い
合
わ
せ

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

●
病
気
に
よ
っ
て
は
、早
期
に
は
自
覚
症
状
が
無

く
、症
状
が
現
れ
た
時
に
は
す
で
に
進
行
し
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
症
状
の
無
い
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
も
、1
年
に
1
回
、定
期
的
に
健
康
診
断

（
特
定
健
診
）を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
庭
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、開
院

以
来
、毎
年
特
定

健
診
を
行
っ
て
お

り
、年
々
受
診
者

数
が
増
え
て
い
ま

す
。

●
20
歳
以
上
の
人
な
ら
、が
ん
検
診
の
み（
大
腸・

肺・子
宮・前
立
腺
）も
受
診
で
き
ま
す
。

●
子
宮
頸
が
ん
検
診
も
行
っ
て
お
り
、予
約
時

に
お
申
し
出
い
た
だ
け
れ
ば
、女
性
医
師
に

よ
る
診
察
も
可
能
で
す
。

●
特
定
健
診（
が
ん
検
診
）を
希
望
す
る
人
は
、

役
場
保
健
福
祉
課
へ（
8
5
ー
6
3
3
0
）

「
受
診
申
し
込
み
」を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
予
防
接
種
は

❶
自
身
が
か
か
ら
な
い
た
め
に

❷
も
し
か
か
っ
て
も

症
状
が
軽
く
て
す
む
た
め
に

❸
ま
わ
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

　
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

●
家
庭
医
療
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
の

予
防
接
種
者

数
も
、
毎
年

増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

●
予
約
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、月
〜
金（
9

時
〜
16
時
）の
い
つ
で
も
接
種
が
可
能
で

す
。（
祝
祭
日
、木
曜

午
後
除
く
）

●
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
も
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆ 

特
定
健
診 

◆

◆ 

予
防
接
種 

◆

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、特
定
健
診
、

　
　予
防
接
種
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　竹
下
幸
子

0

40

80

120

160

89 101

151

平成24年度 平成25年度 平成26年度

特定健診実施者数（人）

0

400
200

800
600

1,200
1,000

1,400
1,600

1,186
1,342 1,429

平成24年度 平成25年度 平成26年度

予防接種者数（人）
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５月５日（火・祝）／愛知県武道館

●小学４年の部
　３位　大瀧由子（森小４年）
●中学１年の部
　３位　加藤瑞貴（浜松修学舎中１年）　
●中学１年女子の部
　2位　青木美桜（森中１年）
●中学２～３年生女子の部
　３位　山下真緒（常葉菊川中３年）

●小学４年の部
　優勝　大瀧由子（森小４年）
●中学１年の部
　2位　加藤瑞貴（浜松修学舎中１年）
●小学校５～６年女子
　2位　藤田華月（宮園小５年）
●中学１年女子の部
　優勝　青木美桜（森中１年）
●中学２～３年生女子の部
　優勝　山下真緒（常葉菊川中３年）

敢闘賞　鈴木渉己（和田岡小３年）

形の部

組み手
の部

組み手の部個人形の部

東海地区少年少女空手道大会

第３７回

～森少年野球クラブが県大会出場～
　5月2日に行われた高円宮賜杯第35回全日本学童
軟式野球静岡県大会の袋井支部予選において、森少
年野球クラブが見事優勝を果たし、６月７日から行わ
れる同カップの県大会に出場しました。

　　　 静岡県和道流
空手道連盟競技大会

第３７回

３月２２日（日）／富士市岳陽中学校体育館
遠州館支部三木の郷空手道

森町空手道スポーツ少年団

■男子　準優勝　廣川竜駆（宮園小３年）
　　　　準優勝　堀内青空（天方小６年）
■女子　３　位　高田花菜（宮園小６年）

■男子　３　位　廣川鳳介（宮園小６年）
■女子　優　勝　高田花菜（宮園小６年）

※5月号掲載の内容に誤りがありましたので、お詫びして再掲します。

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

各公演のチケット
のお求めは…

入場料（税込） ： 高校生以下 3,000円
　　　　　　　友 の 会 4,000円
　　　　　　　一　　般 4,500円

入場料（税込） ：  友の会 4,500円
　　　　　　　 一　般 5,000円
     （当日券：500円増）

入場料（税込） ： 高校生以下 1,500円
 友 の 会 2,700円
 一　　般 3,000円

入場料 ： 　　　友の会 2,000円
　（税込）　　　　一　般 2,200円

全席
自由

東儀秀樹
トーク＆ライブ

日
8/9

第18回
遠州艶歌の集い

土
7/18

※未就学児の入場不可

入場料 ：  友の会 5,300円
　（税込）　　　 一　般 5,800円

※未就学児の入場不可

※未就学児の入場不可

ところ ： 森町文化会館 大ホール
ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホールところ ： 森町文化会館 大ホール

特別ゲスト ： 三笠優子 共演 ： さざんか少年少女合唱団

ところ ： 森町文化会館 大ホール

主催 ： 森町ミキホール文化振興会
共催 ： 創芸

主催 ： 森町ミキホール文化振興会 主催 ： 森町ミキホール文化振興会

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　共催 ： ハルモニアハウス 主催 ： 森町ミキホール文化振興会

開場 13:30
開演 14:00 開場 13:30

開演 14:00
開場 13:30
開演 14:00

～聴いて得する～
秋川雅史のよく分かる
クラシックコンサート

三山ひろし爆笑歌謡劇場2015
第1部/娯楽劇  第2部/三山ひろしコンサート

土
8/29

日
10/4火 休

9/22
清水ミチコ

トーク＆ライブ
開場 15:30
開演 16:00

日
7/5

※未就学児の入場不可

友 の 会：7月11日(土)
一　　般：7月12日(日)
電話予約：7月14日(火)
いずれも9:00～

チケット発売日入場料（税込） ： 
 友の会 4,000円
 一   般 4,500円
主催 ： 森町ミキホール文化振興会

梅沢富美男＆中村玉緒
爆笑！トークショー

日
9/13
※未就学児の入場不可

ところ ： 森町文化会館 大ホール

コロッケ芸能生活
35周年記念コンサート
～笑う“顔”には福来たる～

 　　　1 回目
開場 12:30
開演 13:00

 2 回目
16:00 
16:30

 　　　昼の部
開場 12:30
開演 13:00

 夜の部

16:30 
17:00

 　　　1 回目
開場 12:30
開演 13:00

 2 回目
15:30 
16:00

全席指定 全席指定全席
指定

全席
指定

入場料（税込） ： 
　　　友の会 3,500円
　　　一　般 3,800円

ところ ： 森町文化会館 大ホール

芸能界秘話のほか、勝新
太郎の伝説的エピソード
や秘蔵映像もお楽しみに！

チケット
好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

※未就学児の入場不可
主催 ： 森町ミキホール文化振興会

チケット
好評発売中！！

チケット
好評発売中！！

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/㈱兵藤楽器店掛川本店
（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード ： 東儀秀樹 256-909、コロッケ 260-143、
秋川雅史 260-801、梅沢中村 629-303、三山ひろし 260-280、清水ミチコ 265-457）　　　　　　　　  ※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

全席
指定

全席
指定
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日 月 火 水 木 金 土

月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

7

すくすくクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

1歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

2歳6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
☎85-2839

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

七夕会
（14:00～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

森のくまさん広場

移動児童館
（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

森のくまさん広場心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

3歳児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
移動児童館

（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
☎85-6314
人権相談・行政相談

（13:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
☎85-6312

心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769
ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
森のくまさん広場

BCG集団接種
（13:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
年金相談（要予約）

（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
☎0537-21-5521

移動子育て
支援センター

（10:00～11:30）
■所飯田総合センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

おはなしぶらんこ
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

森町子ども会育成
連合会球技大会

（9:00～13:00）
■所豊田合成体育館
■問児童館
☎85-2839
作ってみよう

（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
☎85-6314

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
児童館夏休み
子ども安全教室

（10:00～11:30）
■所袋井警察署
森分庁舎
■問児童館
☎85-2839

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
お楽しみゲーム
大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839
おはなしぶらんこ

保健のしおり交付
（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

移動児童館
（15:00～16:30）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
赤ちゃん健康相談

（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
森のくまさん広場

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
子育てセミナー

（10:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255
影絵

（14:00～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
子育てセミナー

（10:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

集団健診
（7:30～9:30）
■所園田総合センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

6

13

20

27

6

13

20

27

6

13

20

27

7

14

21

28

7

14

21

28

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

4

11

18

25

5

12

19

26

5

12

19

26

海の日20

7月の納税など（納期限7月31日）

■固定資産税・都市計画税 ………第2期分
■国民健康保険税 …………………第1期分

アクティ森で自然とふれあう夏アクティ森で自然とふれあう夏
●あじさい園開園 7月5日（日）まで
　■所 極楽寺 189-7407
●ききょう園開園 7月２５日（土）まで
　■所 香勝寺 185-3630
●夏はぎ見ごろ 7月下旬まで
　■所 蓮華寺 185-5374

花巡り花巡り

一番
咲き

●7月18日（土）～9月13日（日）
クワガタ･

カブトムシ館
な
ど

鮎の
つかみ取り

川のYeah！
（川遊び）

アクティ森
イベント情報

17 広報もりまち　平成27年6月号



情報ステーションステーションステーションステーション information

合併60周年記念事業合併60周年記念事業

　8:30 ～ 16:30
ところ　袋井市立南公民館
　（袋井市高尾754-1）
内	 容　甲種防火対象物の防火管理
に関する講習
定	 員　70人（先着順）
受講料　3,700円（テキスト代含む）
申込方法　袋井消防本部予防課に来
庁して受講申請書（事前配布はしま
せん）を記入
申請時の持ち物　写真1枚（無帽無背
景、縦4ｃｍ×横3ｃｍ）、受講料

受付期間　6月15日㈪～ 7月10日㈮
　9:00 ～ 17:00
問　袋井消防本部予防課予防係　
　244-5114

東海アクシス看護専門学校
オープンキャンパス

と	 き　7月31日㈮　9:30～ 12:00、
8月2日㈰　9:30 ～ 12:00、13:30
～ 16:00
ところ　東海アクシス看護専門学校
　（袋井市上田町267-30）
対象者　入学希望者（保護者同伴可）
内	 容　学校説明、学生募集につい
て、模擬授業体験、施設見学、個別
相談、在校生との懇談会
申込方法　電話、ファックス、ホーム
ページ、Ｅメールで
申込期間　7月1日㈬～ 24日㈮
　※定員に達し次第締切り
問・申　東海アクシス看護専門学校
総務課　243-8111、543-8122、
Eメールaxis-ns01@za.tnc.ne.jp、 
ホームページhttp://www4.tokai.
or.jp/axis-ns/

防衛省（自衛隊）
採用制度説明会

と	 き　7月18日㈯　10:00～ 12:00
ところ　町民生活センター
対	 象　18歳以上27歳未満（高卒見
込含）で自衛隊に就職を考えている
人、関心のある人
その他　申込み不要。直接会場へ。
問　自衛隊袋井地域事務所
　243-3717

2割お得な「もりまちプレミアム
商品券」を販売します

販売対象　森町民
販売価格　1 冊 1 万円（1,000 円券

12枚綴り）※1人3冊まで
商品券有効期間　6月27日㈯～ 10月31日㈯
商品券を使える店　森町内（商工会

に取扱店として登録した店舗）
購入方法　販売日当日に所定の申込

書を持参してください。※申込書は6
月15日の回覧で配布。
販売日時 販売数 場所

6月27日㈯
9:00 〜 16:00

5,500冊
まで

町民生活
センター

6月28日㈰
9:00 〜 16:00

5,500冊
まで

町民生活
センター

6月29日㈪ 
9:00 〜 16:00

1,250冊
まで 森町商工会

問　森町商工会　285-3126

結婚記念に急須を
プレゼントします

茶業振興とともに町の伝統工芸品で
ある焼き物を知ってもらうため、また少
子化対策の一環として、結婚記念の
急須をプレゼントします。
対	象　森町役場住民生活課に婚姻届

を平成27年4月1日以降に提出し、
婚姻後森町内に住む予定のご夫婦
内	 容　森町内の窯元が作成した急須

1口※ただし、窯元の指定はできません。
申込方法　申請書を提出してくださ

い。急須の受け渡しは、在庫状況に
より後日になる可能性があります。

※申請書は産業課商工観光係または、
住民生活課住民係で受け取るか、
ホームページからも入手できます。
申・問　役場産業課商工観光係
　285-6319

人口減少克服、地域活性化にアイデア
をお寄せください～地方創生～

募集テーマ
1	 地方における安定した雇用を創出する
2	 地方への新しい人の流れをつくる
3	� 若い世代の結婚・出産・子育ての

希望をかなえる
4	� 時代にあった地域をつくり、安心なくらし

を守るとともに、地域と地域を連携する
提案方法　提案書に記入し、郵送、

FAX、メールまたは直接提出。
※提案書は直接お渡しまたはHPで入手可。
提出期限　7月17日㈮
問・提出先　役場企画財政課企画係　
285-6305

ご当地体操の名称募集

子どもから高齢者までできる健康づく
りに役立つご当地体操の作成を進め
ており、森町らしい名称を募集します。
応募締切　6月30日㈫
応募方法　体操の名称、住所、氏

名、電話番号を記入の上、メール、
FAX、郵送または直接応募箱へ。

※応募箱および応募用紙は役場1階
ロビーと保健福祉センター内保健福
祉課に設置。応募用紙はホーム
ページからも入手可。
その他　採用された人には記念品を

贈呈します。
問・応募先　森町地域包括支援センター

〒437-0215　森町森50-1
285-6341、585-1294
メールhoukatsu@town.morimachi.
shizuoka.jp

川柳・俳句・短歌大会
作品募集

テーマ　「合併 60 周年を迎え遠州
森町を詠もう」

募集期間　6月15日㈪～ 8月31日㈪

当日消印有効
応募資格　町内在住・在勤・在学・

出身者、森町文化協会会員
応募方法　所定の応募用紙に必要

事項を記入し、郵送または直接
その他　町長賞、特選、入選を審

査。募集作品は文化会館で展示。
※詳しくはお問い合わせください
問　森町文化協会事務局（教育委員会

社会教育課内）285-1112

公募写真展の作品募集

テーマ　自由（ただし森町に関連した
写真に限る）

募集期間　9月1日㈫～ 9月30日㈬
応募資格　森町在住・在勤・在学・

出身者、森町文化協会会員
応募方法　所定の出品票を額の裏

面に貼付し、提出用出品票とともに
事務局へ持参
その他　金賞、銀賞、銅賞を審査。

募集作品は文化会館で展示。
※詳しくはお問い合わせください
問　森町文化協会事務局
　（教育委員会社会教育課内）　
　285-1112
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情報ステーションステーションステーションステーション information

「燃やせるごみ」の出し方の
ルールを守りましよう!

・ 指定袋に町内会名と氏名を必ず記
入してください。

・ 生ごみはよく水を切ってから出し
ましょう!

・ 収集日の午前8時までに出してく
ださい。

・ 1回に出すことができる袋数は、原
則として2袋までです。

・ ライターやスプレー缶などは絶対
に入れないでください。火災や爆発
などの事故につながります。
※ごみの分別方法については、各世帯
に配布しました「資源ごみ等の分け
方・出し方」をご覧ください。不明
な点はお問い合わせください。
問　役場住民生活課生活保全係　
　285-6314

食中毒を家庭でも
予防しましょう

食中毒は家庭でも発生します。3つ
の原則で食中毒を防ぎましょう。
食中毒防止の3原則
1 清潔（食中毒菌を付けない）
2 冷却・迅速（食中毒菌を増やさない）
3 加熱（食中毒菌をやっつける）
※イベントなどで食品を提供する際
は、事前にご相談ください。
問　県西部保健所衛生薬務課
　237-2245、537-2603

労働保険料などの
申告・納付はお早めに
労働保険の概算・確定保険料およ
び石綿健康被害救済法の一般拠出金
の申告・納付期間は7月10日㈮ま
でです。手続きはお早めにお願いし
ます。
問　コールセンター
　20120-949-732
　静岡労働局労働保険徴収課　
　2054-254-6316
　または最寄りの労働基準監督署

ジュビロ磐田森町民応援デー
特別価格チケット販売

対象試合　ジュビロ磐田VSロアッソ
熊本　7月4日㈯　19:00 ～
ところ　ヤマハスタジアム
　（磐田市新貝2500）
販売対象　町内に在住の人
販売価格　
　大人1,000円（通常2,500円）、
　小中高校生300円（通常1,000円）
　※一人4枚まで
申込期間　6月13日㈯  10:00 ～ 7月
1日㈬  20:00
　※先着2,000枚
申込方法　ホームページ
（h t t p s : / / go o . g l /
grPkph）から申し込み。
問　㈱ジュビロ　236-4670
　（火～土、9:00 ～ 19:00）

全国一斉
「子どもの人権110番」強化週間
～ひとりで悩まず、電話してください～
「いじめ」や体罰、不登校や親による虐
待などに困っていたら、お電話ください。
期	 間　6月22日㈪～ 28日㈰
時	 間　平日8:30 ～ 19:00
　　　　土日10:00 ～ 17:00
フリーダイヤル　0120-007-110
主	 催　静岡地方法務局、静岡県人権
擁護委員連合会

エンジョイ！ハンティング
大自然に挑戦してみませんか！？
今年度の狩猟免許試験を次のとお
り実施します。
と	 き　8月23日㈰　9:00 ～
ところ　中遠総合庁舎
　（磐田市見付3599-4）
申込期間　6月22日㈪～ 7月24日㈮

申	 込　中遠農林事務所森林整備課　　
　237-2301
手数料　5,200円（静岡県収入証紙）
　（一部免除者3,900円）
※狩猟試験を受ける人は、7月19日㈰に
静岡労政会館で開催される㈳静岡県猟
友会主催の予備講習会（申込期限7月3
日㈮）に参加することをお勧めします。

問　役場産業課林政係　285-6317

平成27年度静岡県
下水道排水設備工事責任技術者試験
県内で公共下水道に接続する排水
設備工事を行う工事店には、静岡県下
水道協会に登録された責任技術者の
専属が義務付けられています。
受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験を有する人
願書配布　7月1日㈬から役場上下水
道課で配布

申込期間　7月21日㈫～ 7月31日㈮
試験日　10月21日㈬
試験会場　静岡商工会議所静岡事務所
会館（静岡市葵区）

受験料　4,000円
問・申　役場上下水道課下水道管理係
　285-6327
　静岡県下水道協会
　2054-355-2500

税務職員募集
（高校卒業程度）

受験資格　高等学校卒業後3年以内
の者、または平成28年3月に高等
学校を卒業見込みの者
申	 込　インターネット：6月22日
㈪～ 7月1日㈬、郵送または持参：
6月22日㈪～ 24日㈬

※詳しくはホームページをご覧ください。
申・問　名古屋国税局人事第二課試験係
　2052-951-3511

甲種防火管理新規講習会

と	 き　7月23日㈭、24日㈮
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インターネットを使ってライブ配信インターネットを使ってライブ配信

メンバーの和田さんメンバーの和田さん

森の
仲間たち
森の
仲間たち
　このコーナーでは、町のいきいきグループ
を紹介します。自分たちも出てみたいという
グループは、どしどしご連絡ください。

ホームページ
http://moribousainet.jimdo.com/

Facebook
https://www.facebook.com/moribousai
Twitter
https://twitter.com/moribousainet

身近な通信機器をつかって防災情報の共有を！身近な通信機器をつかって防災情報の共有を！

　
「
3
・
11
の
東
日
本
大
震
災
直
後
、

被
災
地
で
携
帯
電
話
が
使
え
な
い

時
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
で
は
連
絡
が
取
り
合
え
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て…

。
こ

れ
は
、
防
災
の
有
効
な
ツ
ー
ル
と

し
て
使
え
る
な
と
思
っ
た
の
が
こ

の
会
を
作
っ
た
き
っ
か
け
」
と
語

る
の
は
、
会
長
の
松
下
さ
ん
。
森

町
防
災
ネ
ッ
ト
協
議
会
は
、

2
0
1
2
年
に
数
人
の
有
志
で
発

足
し
、
月
1
回
、
町
民
生
活
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
防
災
・
災
害
時

の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
様
々
な
試

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
身
近
に
あ
る
ス
マ
ホ
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
、
情

報
を
出
す
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
で
様
々
な
人
が
発
信
し
た
情

報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
取
り
組
み
も

し
て
い
ま
す
」
と
松
下
さ
ん
。
昨

年
の
台
風
で
は
、
風
雨
や
増
水
の

よ
う
す
な
ど
を
発
信
し
合
い
、
災

害
時
の
情
報
共
有
に
使
え
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

松
下
さ
ん
の
気
さ
く
な
人
柄
に

ひ
か
れ
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
毎

回
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
持
ち
込

ま
れ
ま
す
。
最
近
で
は
、
役
場
の

W
iFi

環
境
を
利
用
し
、
森
町
の
防

災
情
報
な
ど
を
毎
月
1
回
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
て

い
ま
す（U

stream

に
よ
る
放
送
）。

メ
ン
バ
ー
の
和
田
さ
ん
は「
立
派
な

機
材
は
あ
え
て
使
わ
ず
に
、み
ん
な

が
普
段
使
っ
て
い
るiP

h
o
n
e

（
ア

イ
フ
ォ
ン
）やiP

ad

（
ア
イ
パ
ッ
ド
）

で
配
信
し
て
い
ま
す
。い
ざ
と
い

う
時
に
も
、今
、自
分
の
手
元
に
あ

る
も
の
で
情
報
発
信
出
来
る
ん
だ

よ
。と
い
う
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
く
れ
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
新
し
い

試
み
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

会長　松下 信義さん（鴨谷）

森町防災ネット協議会
インターネットでの活動ページ
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6月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,414（－  1）
人口 男……  9,513（－20）
 女……  9,681（－  3）
 計……19,194（－23）

編
集
後
記

▼
太
田
川
で
1
日
に
ア
ユ
釣
り

が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
各
地
で
稚
ア
ユ
が
放
流

さ
れ
、
４
月
末
に
は
天
方
幼
稚

園
の
園
児
た
ち
も
放
流
を
体
験

し
ま
し
た
。撮
影
に
夢
中
に
な
っ

て
園
児
よ
り
服
が
濡
れ
た
の
は

今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。
吉

川
、
三
倉
川
で
は
25
日
か
ら
解

禁
と
な
り
ま
す
。
あ
の
と
き
の

ア
ユ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
か

楽
し
み
で
す
。　
　
　
（
ま
つ
）

▼
４
月
か
ら
自
転
車
通
勤
を
始

め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
ク

ル
で
颯
爽
と
通
勤
し
て
い
る
つ

も
り
で
す
が
、
果
た
し
て
…
。

昨
今
の
自
転
車
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

森
町
に
自
転
車
で
訪
れ
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
交
通
マ
ナ
ー
が
良
く
実
に

ス
マ
ー
ト
。
本
当
に
格
好
い
い

の
は
、
自
転
車
で
は
な
く
交
通

マ
ナ
ー
か
も
知
れ
ま
せ
ん 

。

(

か)


